
 

１．協議会の目的 
駅周辺の住民や駅利用者にとって、利便性が高く、にぎわいのある駅周辺の整備に向けて、地権者や地域等の意向に沿った整備実施

計画（案）を策定し、駅周辺の健全な発展に寄与することを目的とする。 

２．構成と会議体制 
① 駅南地区と駅北地区のそれぞれで検討を進めるため、穂積駅南地区地権者協議会、穂積駅北地区地権者協議会を設立。 
② 駅南地区と駅北地区の検討状況等の情報共有とともに、駅周辺にふさわしい土地利用などについて地域からの意見をいただくこと

を目的に穂積駅南北地区連絡会を設立。 
 

【イメージ】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．地権者協議会での検討内容 ４．検討のステップ（駅南地区の場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．地権者協議会の進め方（駅南地区の場合） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

瑞穂市 駅周辺の整備主体 

・整備基本計画 
・土地区画整理事業の概要、影響 

①自分の土地をどのように利用・活
用していきたいか 

②土地利用をふまえて道路等をどの
ように配置すべきなのか 

   ・土地の使い方（土地の利活用パターン） 
・土地活用の可能性 

【検討にあたっての前提】 【検討事項】 

【土地の利活用に関する情報】 

穂積駅南地区 
地権者協議会 

・整備実施計画への地権者意
向や要望の反映 

【会員（案）】 
① 地区内の土地所有者 
② 地区内の借地権者 
③ ①、②の親族 

【会議体制】 

全体会 

（仮）穂積駅北地区 
地権者協議会 

・整備実施計画への地権者意
向や要望の反映 

【会員（案）】 
① 地区内の土地所有者 
② 地区内の借地権者 
③ ①、②の親族 

【会議体制】 

全体会 

役員会（15～20 名程度） 

三役会（正・副） 

穂積駅南北地区 
連絡会 

・南北の検討状況の情報共有 
・駅周辺の土地利用の意向集約 

【会員】 
・検討委員会の会⾧ 
・
・南北地区の自治会⾧ 
・南北地区の民生委員 
 
・駅南地権者協議会の代表者 
・駅北地権者協議会の代表者 
・まちづくり組織の代表者 

整備手法
の理解、
土地の利
活用条件
の確認 

知る 
自分の土
地をどの
ように利
活用して
いきたい
か 

考える 
土地の使い方 
（土地の利活用） 

決める 

土地の使い方に対する
知識を身に着ける 

備える 

R4 年度 R5 年度～ 

※穂積駅南北地区連絡会等で適宜情報共有 

事業化に向けた協議会の取り組みについて 

知る 
考える 

・駅周辺整備の考
え方 

・整備手法（土地
区画整理事業の
仕組み） 

・協議会における
検討 

・今後の進め方 
(スケジュール) 

 

 

・整備手法（土地区画整理事業の

仕組み） 

・駅南地区での土地区画整理事業

の概要 

・街区ごとの土地利用のイメージ 

・土地の使い方（土地の利活用パ

ターン) 

・土地活用の可能性 

・駅周辺がどんな街になると

良いか 

・土地の利活用を図る上での

不安や懸念事項 

・自分たちで取り組めそうな

こと 

土
地
活
用
の
意
向
調
査 

【説明会】 【地権者協議会（４～５回程度）】 

（考えるための材料） （考えること） 

知る 

考える 

・まちをど
の様に維
持してい
くか 

 など 

資料１ 


